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放射性廃棄物 radioactive waste 

 

［簡単に］ 

原子力発電所など原子力関連施設から出る廃棄物のうち、放射能を持っているもの 

 

［詳しく］ 

原子力発電所など原子力関連施設から出る、放射能を持った廃棄物のことです。人や環

境に影響を与えないよう管理を必要とする放射性廃棄物のうち、放射能レベルの高いもの

を高レベル放射性廃棄物（→見出し項目参照）、それ以外のものを低レベル放射性廃棄物と

言って区分しています。高レベル放射性廃棄物は、生活圏から隔離して処分されます。低

レベル放射性廃棄物には、ある程度高い放射能レベルを持つものから低い放射能レベルの

ものまで含まれており、レベルに応じ、いくつかの処分方法があります。生活圏から隔離

して埋設する場合もあれば、浅い地中へ埋設する場合もあります。 

 

［角度を変えて］ 

放射性廃棄物の処分方法として、高レベル放射性廃棄物は一つの方式、低レベル放射性

廃棄物は四つの方式が、決められています。高レベル放射性廃棄物は、地下数百メートル

よりも深いところに埋める地層処分（→見出し項目参照）をします。低レベル放射性廃棄

物は、放射能レベルに応じて埋める方法を変えます。 

低レベル放射性廃棄物といっても、中にはかなり高い放射能レベルを持つものがあり、

地層処分しなければならないものがあります（地層処分→見出し項目参照）。さらに地層処

分するほど危険でもなく、浅い地中への処分という訳にはいかない放射能レベルのものが

ありますが、それは地下 50～100ｍ程度のところに、放射性物質を閉じ込める機能を持った

処分施設を設置して埋設する方法で処分します（余裕深度処分）。次に放射能レベルが高い

ものは、地表を掘って、コンクリート製の箱のような人工の障壁を設けます。その箱の中

に金属容器に封入した廃棄物を、セメントなどで固める方法で処分します（コンクリート

ピット処分）。もっとも放射能レベルが低いものは、浅い地中に素掘りの溝状などの空間を

作り、金属容器などに封入して埋設する方法で処分します（トレンチ処分）。 

（「余裕深度処分」、「コンクリートピット処分」、「トレンチ処分」については、地層処分の

項の関連語参照） 

 

［誤解に注意］ 

・「低レベル」というと放射能が低いものしか含まれないという誤解があるが、ある程度高

い放射能を持つものもある。このような誤解を避けるため、とくに必要ない場合、「低レ

ベル放射性廃棄物」という用語を使わないようにするのもよい。 
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［わかりやすく伝えるポイント］ 

・放射性廃棄物とはそもそも何なのかという解説を行うことが望まれる場合もある。その

場合は、例えば次のように説明するとよい。 

「私たちの身近にある一般廃棄物や産業廃棄物は、その中に含まれる有害物質等による

化学的な影響が気になりますが、放射性廃棄物では、放射線による影響が気になります。

放射線に対しては、放射性廃棄物を遠ざけ、遮へい壁などで遮ることで、人体への影響

を小さくすることができます。放射性廃棄物は放射能を持っているので，単純に『生活

環境から遠ざける』だけでなく、『放射線を遮る』『放射能自体が低くなるまで待つ』と

いったことも考慮して処分します。」 

・［詳しく］［角度を変えて］に記したのは、個体状にした放射性廃棄物の説明であるが、

気体状、液体状のものについては、次のように説明することが考えられる。 

「放射性廃棄物には、固体状のもののほか、気体状や液体状のものもあります。固体状

のものは将来処分をしますが、気体状及び液体状のものには、既に対処しています。放

射性物質をできるだけ取り除き、人体への影響が十分に小さくなった放射能レベルであ

ることを確認した上で、処理施設の周辺に放出します。これによって周辺にお住いの方々

が受ける放射線の量は、１年間で１ミリシーベルトに至ることはありません。」 

・「放射能レベル」「高レベル放射性廃棄物」「低レベル放射性廃棄物」などと言うときの「レ

ベル」という言葉が、何のレベルなのかがわかりにくいと感じる人もいる。その場合は、

放射能の高さを、重さあたりの量（密度）や放射性物質の違い（どんな放射線を出すか

など）でとらえていることを説明する。 

 

［関連語］ 

高レベル放射性廃棄物 → 親見出し参照(p161) 

使用済燃料 → 親見出し参照(p133) 
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